
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜本校児童のよさが見える項目＞ 

調  査  項  目 本校(あてはまる) 全国平均 

課題に対して自ら考え、自分から取り組んでいる。 ８２．３ ％ ７７．９ ％ 

人の役に立ちたいと思っている。 ９６．８ ％ ９２．５ ％ 

友だちとの約束を守っている。 ９８．４ ％ ９７．２ ％ 

友だちの意見を最後まで聞くことができる。 ９８．４ ％ ９４．３ ％ 

朝食を毎日食べている。 ９６．７ ％ ９５．４ ％ 

＜本校児童の課題が見える項目＞ 

調  査  項  目 本校(あてはまる) 全国平均 

土曜の午後家でテレビ、DVD、ゲームやインターネットをしている。 ７９．０ ％ ６９．８ ％ 

普段１日あたり３時間以上テレビ、DVD、ビデオ等を見ている。 ４２．０ ％ ３２．８ ％ 

将来の夢や目標をもっている。 ７７．５ ％ ８５．９ ％ 

友だちの前で発表するのは得意である。 ５０．０ ％ ５２．２ ％ 

毎日同じぐらいの時刻に寝ている ７５．０ ％ ７９．８ ％ 

 

   不知火っ子だより 第 13 号  
平成 29 年 10 月 26 日 文責  校長 吉永博美 

落ち着いた環境で学習に取り組んでいます 
南校舎への引越し、お世話になりました！ 

１５日の引越しから１０日ほど経ちましたが、国道側のプレハブ校舎を使っていた、５．６年生の環境がとても

落ち着いたものとなりました。道路沿いのプレハブ校舎は、国道を通る車の音や雨天時の雨音などとても騒音が多か

ったのです。その中でも子どもたちは、ほんとに良くがんばっていました。特に６年生は全国学力学習状況調査の結果

も素晴らしく全国平均、県平均を大きく上回っていました。 

引越し後の、教室はもちろん古いのですが、静かで広く、見晴らしもよいので、とても落ち着いた環境です。地震の

前には感じなかった校舎のよさを実感しているところです。この環境の中でますます成長してくれることでしょう。 

本調査は、毎年４月全国の小学６年生と中学３年生を対象に、国語と算数の学力調査と質問紙による学習

状況調査を実施するものです。学力調査の結果は、上で申しましたように、国語、算数ともに、全国・県平均を大

きく上回る良好なものでした。また、質問紙調査からは下のような実態がみえてきました。課題となる点については、

学校と家庭で連携しながら改善に向けて取り組んでいきたいと思っています。ご協力をよろしくお願いします。 

  学習面で、全国平均と比べて下回った項目には「家庭で学習する時間」「家庭で読書する時間」「授業の予習

復習をすること」「自分で計画を立てて勉強すること」などがありました。本調査からは、児童の学習への取り組み方

や、家庭での時間の過ごし方、テレビ、ゲーム等との付き合い方などに課題があることが分かりました。学校でも改

善に向けて働きかけを行っていきたいと思います。ぜひ、ご家庭でもお子さんの生活の中で改善したほうがいいところ

はないのか、一度見直しをしていただければと思います。どうぞよろしくお願いします。 

※学校ホームページには子どもたちの様子等を随時掲載しています。どうぞご覧ください。 


